


平
成
１５
年
度
の
決
算
が
こ
の
ほ
ど
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

市
税
収
入
（
市
民
税
や
固
定
資
産
税
な
ど
）
や
地
方
交

付
税
の
収
入
が
落
ち
込
み
を
続
け
る
一
方
で
、扶
助
費（
生

活
保
護
法
、
児
童
福
祉
法
、
老
人
福
祉
法
等
法
令
に
基
づ

き
被
扶
助
者
に
給
付
）
や
公
債
費
（
借
金
の
返
済
金
）
と

い
っ
た
義
務
的
な
経
費
は
増
加
を
続
け
て
い
ま
す
。

決
算
の
状
況
や
財
政
指
標
、
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
な
ど
を

用
い
た
財
政
分
析
を
紹
介
し
て
い
ま
す
の
で
、
ど
の
分
野

に
ど
れ
だ
け
お
金
が
使
わ
れ
た
か
、
市
の
財
産
や
負
債
、

コ
ス
ト
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
と
い
っ
た
情
報

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
財
政
的
に
は
、ど
う
い
っ

た
経
費
を
削
減
し
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
し
て
い
く
べ
き

か
と
い
っ
た
判
断
の
目
安
と
し
て
役
立
ち
ま
す
。

今
回
は
平
成
１５
年
度
の
歳
入
歳
出
決
算
状
況
、
経
常
収

支
比
率
や
財
政
力
指
数
な
ど
全
国
の
市
町
村
の
財
政
状
況

を
比
較
で
き
る
財
政
指
標
に
加
え
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、

資
産
や
負
債
な
ど
の
ス
ト
ッ
ク
の
状
況
を
示
し
た
バ
ラ
ン

ス
シ
ー
ト
、
民
間
企
業
の
損
益
計
算
書
に
当
た
る
行
政
コ

ス
ト
計
算
書
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ま
た
、
今
年

度
は
新
た
に
、
資
金
の
流
れ
か
ら
市
の
財
政
状
況
を
知
る

キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
計
算
書
を
作
成
し
ま
し
た
。
市
で

は
、
こ
れ
ら
の
情
報
を
定
期
的
に
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
す

る
と
共
に
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
快
適
な
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

交通死亡事故が多発しています。スピードは控えめに。
夜間の外出は目立つ服装で。

差引（Ａ）ー（Ｂ）

４億７，８３９万円

３億９，７２０万円

１億１，４９１万円
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１億３，３４４万円

３１７万円

１億６，３００万円

１２億４，２３７万円

歳出（Ｂ）

２３７億８，８８２万円

５４億２，４９１万円

３９億５，９２１万円

６億６，３６０万円

６４億１２６万円

１，７１５万円

３，１８８万円

２，１７６万円

１，２３１万円

６億５，３８６万円

１６億１，３７７万円

２億８，７１１万円

４，７４６万円
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１，７８９万円
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２７４万円

１９１億９，９７７万円

６９億５，２４９万円

９億８，７０７万円

４，４７９万円

７９億８，４３５万円

５０９億７，２９４万円

歳入（Ａ）

２４２億６，７２１万円

５８億２，２１１万円

４０億７，４１２万円

６億６，９９４万円

６４億５，１８５万円

２，３０７万円
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４，２６４万円

９７万円

９万円

１，８７１万円

１４５万円

１５０万円

２８３万円

１９８億７５万円

６９億７，８８８万円

１１億２，０５１万円

４，７９６万円

８１億４，７３５万円
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介 護
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財

産

区

特

別

会

計

企
業
会
計
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問問 財財政政課課�４４９９－－３３１１１１１１（（内内線線３３７７６６））

広報大館２００４．１２．１

市市 のの 財財 政政 状状 況況市市 のの 財財 政政 状状 況況
平平成成１１５５年年度度歳歳入入歳歳出出決決算算・・財財政政指指標標・・財財務務諸諸表表

平成１５年度会計別決算総括表

おお知知ららせせししまますす

（（仮仮称称））大大館館市市樹樹海海体体育育館館（（平平成成１１７７年年６６月月末末完完成成予予定定））

ストップ・ザ・死亡事故



そそのの他他 億億２２千千万万円円（（ ％％））１３
分分・・負負担担金金、、使使用用料料ほほかか５５億億２２千千万万円円（（ ％％））２２．．２２
地地方方譲譲与与税税ほほかか 億億９９千千万万円円１２ （（５５．．３３

％％））

諸諸収収入入６６億億３３千千万万円円（（２２．．６６％％
））

県県支支出出金金 億億２２千千万万円円１１１１ （（４４．．６６％％
））

５５．．４４
そそのの他他 ５５億億円円（（ ％％））２２．．１１農農林林水水産産業業費費 ７７億億２２千千万万円円（（ ％％））３３．．００
商商工工費費 ８８億億５５千千万万円円（（ ％％））３３．．６６
消消防防費費 ９９億億円円（（ ％％））３３．．８８

国国庫庫支支出出金金 億億４４千千万万円円（（１１２２．．１１
％％））

２２９９

市市債債 億億６６千千万万円円（（１１３３．．００％％
））３３１１

市市 税税 億億円円（（２２６６．．４４
％％））６６４４

億億９９千千万万円円

地地方方交交付付税税
６６８８ （（２２８８．．４４

％％））

衛衛生生費費 億億５５千千万万円円（（８８．．６６％％
））２２００

公公債債費費 億億９９千千万万円円（（１１１１．．３３
％％））２２６６

総総務務費費 億億円円（（１１１１．．８８
％％））２２８８

教教育育費費 億億１１千千万万円円（（１１３３．．５５
％％））３３２２

土土木木費費 億億６６千千万万円円（（１１９９．．６６
％％））４４６６

民民生生費費 億億１１千千万万円円（（２２２２．．７７
％％））５５４４

（県内の市の平均：０．４８９）
平均的水準で行政を行った場合に

要する経費に対する自主財源（市税
など）の割合を示したものです。「１」
に近いほど財源に余裕があり、数値
が低いほど国からの地方交付税に依
存しているとされています。

（県内の市の平均：１３．９％）
平均的な水準で行政を行った場合

の歳入規模に対する公債費（過去に
借りた借金の返済金）の割合で、借
入額の妥当性や財政の弾力性を見る
指標であり、低いほど財政に弾力性
があるとされています。

（県内の市の平均：８７．７％）
人件費、扶助費、公債費といった

義務的経費に対し、市税や地方交付
税などの一般財源がどのくらい支出
されているかを示したものです。そ
の比率が低いほど弾力的な財政運営
ができているとされています。

火災が昨年より多く発生しています。慌ただしい年末に向け、
火の取り扱いには十分に注意してください。

財
政
力
指
数

０．７００

０．６００

０．５００

０．４００

０．３００

０．２００

０．１００

０．０００
鹿角市
８８．５
１２．２
０．３４３

大曲市
８８．５
１５．２
０．４８５

湯沢市
８８．８
９．０
０．４３７

男鹿市
８８．４
１１．３
０．４１７

本荘市
９０．５
１３．１
０．５０４

横手市
８５．９
１６．２
０．５２３

能代市
８９．３
１４．９
０．５４９

秋田市
８０．３
１６．１
０．６５９

大館市
８９．０
１７．０
０．４８７

１００．０
９０．０
８０．０
７０．０
６０．０
５０．０
４０．０
３０．０
２０．０
１０．０
０．０

経常収支比率
公債費比率
財政力指数

経
常
収
支
比
率
・
公
債
費
比
率（
％
）

市民税（個人）

市民税（法人）

固定資産税

市たばこ税

都市計画税

その他

歳歳出出 ２２３３７７億億９９千千万万円円

財政力指数

県内各市の財政指標（平成１５年度決算）

一般会計の決算内訳

歳歳入入 ２２４４２２億億７７千千万万円円

公債費比率

財財政政融融資資資資金金
９９２２億億６６千千万万円円
（（４４００．．５５％％））

○借入先別残高

３１億８千万円

公営企業金融公庫
２７億９千万円
（１２．２％）

郵郵政政公公社社
４４５５億億２２千千万万円円
（（１１９９．．８８％％））

市債の状況
（平成１６年３月３１日現在 残高２２８億５千万円）

火 の 用 心

銀銀行行等等
６６２２億億８８千千万万円円
（（２２７７．．５５％％））

１６億７千万円

市 税 の 決 算 額

経常収支比率

農林水産業債
２６億９千万円（１１．８％）

８億３千万円

災害復旧債１億９千万円（０．８％）
商工債１億７千万円（０．８％）

教教育育債債
４４１１億億９９千千万万円円
（（１１８８．．３３％％））

消防債２億円（０．９％）
公営住宅債６億４千万円（２．８％）

土土木木債債
６６２２億億２２千千万万円円
（（２２７７．．２２％％））

○目的別残高

４億３千万円

１億９千万円

１億円

広報大館２００４．１２．１

そそのの他他
６６００億億６６千千万万円円
（（２２６６．．５５％％））

民生債
２４億９千万円
（１０．９％）

�



市
で
は
平
成
１５
年
度
の
普
通
会
計
（
一
般
会

計
・
土
地
取
得
特
別
会
計
・
奨
学
資
金
特
別
会

計
・
都
市
計
画
事
業
特
別
会
計
・
急
患
セ
ン
タ
ー

特
別
会
計
）
決
算
に
基
づ
い
て
「
大
館
市
の
バ
ラ

ン
ス
シ
ー
ト
」（
平
成
１６
年
３
月
３１
日
現
在
）
を
作

成
し
ま
し
た
。バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
（
貸
借
対
照
表
）

は
、
学
校
、
福
祉
施
設
、
道
路
な
ど
の
資
産
と
そ

の
建
設
や
運
用
の
た
め
に
必
要
と
な
っ
た
資
金
を

対
比
し
て
、
年
度
末
に
お
け
る
市
全
体
の
財
産
の

状
況
を
示
し
た
も
の
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
従
来
の
「
歳
入
歳
出
決
算
書
」

で
は
分
か
ら
な
か
っ
た
将
来
に
引
き
継
ぐ
財
産
や

今
後
の
負
担
の
状
況
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
か
ら分か

る
こ
と

資
産
の
部
の
有
形
固
定
資
産
を
見
て
み
る
と
道

路
、
市
営
住
宅
、
公
園
な
ど
の
「
土
木
費
」
の
割

合
が
４３
％
と
最
も
多
く
、
次
い
で
学
校
建
設
な
ど

の
「
教
育
費
」
が
２９
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
他
の

団
体
も
市
民
の
日
常
生
活
に
関
わ
る
施
設
の
整
備

と
し
て
、
こ
の
割
合
は
上
位
を
占
め
て
い
ま
す
。

こ
の
割
合
が
低
い
か
ら
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
少
な

い
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
民
生
費
の
多

く
は
保
育
費
や
生
活
保
護
費
な
ど
の
行
政
コ
ス
ト

と
し
て
支
出
さ
れ
、
資
産
の
形
成
に
結
び
つ
か
な

い
か
ら
で
す
。

有
形
固
定
資
産
と
負
債
の
割
合
を
見
る
こ
と
に

よ
り
、
今
後
の
世
代
に
よ
っ
て
負
担
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
割
合
が
分
か
り
ま
す
。
負
債
合
計
３

１
５
億
２
千
万
円
を
有
形
固
定
資
産
残
高
７
３
６

億
２
千
万
円
で
割
る
と
、
４２
・
８
％
と
な
り
、
将

来
負
担
が
４
割
以
上
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。
今
後
の
少
子
高
齢
化
の
進
行
を
考
慮
す

る
と
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
将
来
へ
の
負
担
を
抑
え

て
い
く
努
力
が
必
要
で
す
。

借 方
資産運用の内容

（資産の部） 将来に引き継ぐ財産

１．有形固定資産 ７３６億２千万円
（１）総務費 ２６億４千万円
（２）民生費 ６７億５千万円
（３）衛生費 ５億９千万円
（４）労働費 ５億２千万円
（５）農林水産業費 ６６億６千万円
（６）商工費 ２４億７千万円
（７）土木費 ３１７億円
（８）消防費 ３億５千万円
（９）教育費 ２１６億４千万円
（１０）その他 ３億円
（有形固定資産のうち土地）（１６５億９千万円）

２．投資等 ４２億９千万円
（１）投資及び出資金 １９億４千万円
（２）貸付金 ５億２千万円
（３）基金 １６億６千万円

� 特定目的基金 ９億５千万円
� 土地開発基金 ７億円
� 定額運用基金 １千万円

（４）退職手当組合積立金 １億７千万円

３．流動資産 １８億８千万円
（１）現金・預金 １３億８千万円

① 財政調整基金 ４億１千万円
② 減債基金 ４億８千万円
③ 歳計現金 ４億９千万円

（２）未収金 ５億円
① 地方税 ４億２千万円
② その他 ８千万円

資 産 合 計 ７９７億９千万円

貸 方
資金調達の内容

（負債の部） 今後の世代が負担

１．固定負債 ２８３億１千万円

（１）地方債 ２３８億７千万円

（２）債務負担行為 ０円
① 物件の購入等 ０円
② 債務保証又は損失補填 ０円

（３）退職給与引当金 ４４億４千万円

２．流動負債 ３２億１千万円

（１）翌年度償還予定額 ３２億１千万円

（２）翌年度繰上充用金 ０円

負 債 合 計 ３１５億２千万円

（正味資産の部） これまでの世代が負担

１．国庫支出金 １１４億円

２．都道府県支出金 ４９億５千万円

３．一般財源等 ３１９億２千万円

正味資産合計 ４８２億７千万円

負債・正味資産合計 ７９７億９千万円

�

有形固定資産
を取得するた
めに使った国
や県からのお
金

年度末の市債
残高（翌年度
償還分を除
く）

資産を取得す
るために使っ
た市税など

広報大館２００４．１２．１

年度末に全職
員が退職した
場合の手当の
試算額

翌年度の償還
元金

大館市のバランスシート（平成１６年３月３１日現在）

（３％）

（９％）

（１％）

（１％）

（９％）

（３％）

（４３％）

（１％）

（２９％）

（１％）

（構成比）

農林道
等

地域総合整
備資金等

市庁舎、市民
文化会館等

墓園整備等

防火水槽
等

退職手当組合
積立金のうち
大館市の持分
相当額

翌年度への
繰り越し現金

湯夢湯夢の
里等

水道、病院事
業会計への
出資金等

特別導入貸
付牛購入基
金

小中学校、
樹海ドーム
周辺施設等

教育施設、
庁舎建設基金
等

市債の償還の
ための積立金

道路、公園、
市営住宅等

保育所、北部
老人福祉総
合エリア等

勤労者福祉
施設等



バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
で
は
大
館
市
の
資
産
や
負
債
と
い
っ

た
ス
ト
ッ
ク
情
報
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
行
政

コ
ス
ト
計
算
書
は
資
産
の
よ
う
に
形
と
し
て
は
残
ら
な
い

費
用
（
コ
ス
ト
）
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
、
民

間
企
業
で
作
成
さ
れ
て
い
る
損
益
計
算
書
に
当
た
り
ま
す
。

大
館
市
が
１
年
間
に
要
し
た
費
用
を
項
目
別
に
見
る
こ
と

が
で
き
、
ど
う
い
っ
た
経
費
に
ど
れ
だ
け
費
や
さ
れ
て
い

る
か
を
詳
し
く
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

内
訳
を
見
て
み
る
と
、
増
加
の
主
な
も
の
で
は
、
医
療

や
介
護
へ
の
給
付
の
増
加
に
伴
う
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
や
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
な
ど
へ
の
繰
出
金
が
１
億

６
、
８
６
９
万
円
も
増
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
扶
助
費
も

７
、
０
９
２
万
円
の
増
加
で
す
が
、
児
童
扶
養
手
当
の
増

加
が
主
な
原
因
で
す
。
賃
金
や
消
耗
品
な
ど
の
物
件
費
で

は
５
、
１
５
０
万
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は

県
議
会
議
員
選
挙
や
市
長
・
市
議
会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ

た
こ
と
に
伴
う
も
の
で
す
。

一
方
、
削
減
と
な
っ
た
主
な
も
の
で
は
、
災
害
復
旧
費

が
第
一
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
平
成
１４
年
度
に
行

わ
れ
た
市
道
な
ど
の
凍
上
災
害
復
旧
事
業
費
が
大
き
か
っ

た
た
め
で
す
。
ま
た
、
県
営
事
業
の
減
少
な
ど
に
よ
り
、

他
団
体
へ
の
負
担
金
も
減
っ
て
い
ま
す
。
人
件
費
で
は

４
、
８
０
０
万
円
が
削
減
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
退

職
者
不
補
充
や
人
員
削
減
と
い
っ
た
行
政
改
革
な
ど
に
よ

る
も
の
の
ほ
か
、
期
末
手
当
の
削
減
に
よ
る
も
の
で
す
。

行政活動によるキャッシュ・フロー
一般的な行政サービスに係る収支の状況です。

投資活動によるキャッシュ・フロー
公共施設の整備や積立・投資等に係る収支の
状況です。

財務活動によるキャッシュ・フロー
資金の借入や返済などの資金調達に係る収支
の状況です。

…①

…②

…③

…④＝①＋②＋③

…⑤
…⑥＝④＋⑤

平成１５年度
行政活動によるキャッシュ・フロー

収入計 １８１億６，７８５万円
支出計 １５８億６，３３８万円
差 引 ２３億４４７万円

投資活動によるキャッシュ・フロー
収入計 ２４億８，１９３万円
支出計 ５８億１，７９７万円
差 引 △３３億３，６０４万円

財務活動によるキャッシュ・フロー
収入計 ３２億５，６３０万円
支出計 ２３億５，７０３万円
差 引 ８億９，９２７万円

合 計（歳計現金増減額） △１億３，２３０万円

歳計現金前年度末（前年度からの繰越金） ６億２，１３５万円
歳計現金今年度末（翌年度への繰越金） ４億８，９０５万円

差 引

△４，８００万円
５，１５０万円
△１，７０４万円
７，０９２万円
６，３３９万円

△１億１，６１２万円
△１億９，８３５万円
△６，９０７万円
１，０４４万円

１億６，８６９万円
４，９４９万円
△２，６３２万円
３，５５８万円
△２，４８９万円

△６億３，１８３万円
６，９２１万円
２，９９８万円
△５，１１０万円
△６，０６９万円
８，８７２万円
２１万円

１，５３６万円
△５億４，０１４万円

平成１５年度
自平成１５年４月１日

至平成１６年３月３１日

３６億４，３６２万円
２１億９，５２３万円
３億３，３１３万円
２９億７，９３７万円
３１億５，０２０万円
２億２，５２８万円

６８５万円
６億６，７３４万円
１，８２３万円

２３億７１４万円
３６億２，８３１万円
２億６，１２８万円
７，４１４万円

１９４億９，０１２万円

１４６億３，３４１万円
１７億４，９８６万円
８億１，６５５万円
４億６，６７３万円
７，４７３万円

３億１，７９８万円
３，７６７万円

１億２，１２６万円
１８２億１，８１９万円

８億６，７７５万円
３２３億２，５５０万円
△４億４１８万円

３１９億２，１３２万円

平成１４年度
自平成１４年４月１日

至平成１５年３月３１日

３６億９，１６２万円
２１億４，３７３万円
３億５，０１７万円
２９億８４５万円

３０億８，６８１万円
３億４，１４０万円
２億５２０万円
７億３，６４１万円

７７９万円
２１億３，８４５万円
３５億７，８８２万円
２億８，７６０万円
３，８５６万円

１９５億１，５０１万円

１５２億６，５２４万円
１６億８，０６５万円
７億８，６５７万円
５億１，７８３万円
１億３，５４２万円
２億２，９２６万円
３，７４６万円
１億５９０万円

１８７億５，８３３万円

正味資産国庫（県）支出金償却額③
期首一般財源等
一般財源等増減額②－①＋③
期末一般財源等

費用の部
人件費
物件費
維持補修費
扶助費
補助費等
他団体負担金
災害復旧事業費
公債費
投資及び出資金
繰出金
減価償却費
退職給与引当金繰入金
不納欠損額

費用合計①
収入の部

一般財源等
国庫支出金
県支出金
使用料・手数料
分担金・負担金
財産収入
繰入金
諸収入

収入合計②

キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
計
算
書
と
は

今
年
度
の
資
金
の
や
り
く
り
は
ど
う
か
、

自
由
に
使
え
る
資
金
（
投
資
活
動
に
使

え
る
資
金
）
は
ど
の
く
ら
い
あ
る
か
を

見
る
た
め
、
行
政
活
動
・
投
資
活
動
・

財
務
活
動
の
３
つ
に
区
分
し
て
、
資
金

収
支
の
バ
ラ
ン
ス
を
一
覧
表
に
し
た
も

の
で
す
。

行
政
活
動
に
お
い
て
は
２３
億
４
４
７

万
円
の
余
裕
が
あ
り
ま
し
た
が
、
投
資

活
動
で
は
３３
億
３
、
６
０
４
万
円
も
の

不
足
を
生
じ
て
い
ま
す
。
こ
の
不
足
分

に
は
、
行
政
活
動
お
よ
び
財
務
活
動
の

余
剰
金
が
充
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。
し
か
し
、
全
体
で
は
１
億

３
、
２
３
０
万
円
の
不
足
と
な
っ
た
た

め
、
前
年
度
末
の
歳
計
現
金
（
前
年
度

か
ら
の
繰
越
金
）
で
賄
っ
て
い
ま
す
。

大館市の行政コスト計算書

キャッシュ・フロー計算書
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大
館
市
の
お
隣
、
比
内
町
。
「
比
内

町
」
と
聞
く
と
「
比
内
と
り
の
市
」
や

「
ト
ン
ブ
リ
」
を
思
い
浮
か
べ
る
か
た

が
多
い
と
思
い
ま
す
。
来
年
に
は
、
大

館
市
と
の
合
併
を
控
え
て
い
ま
す
が
、

私
自
身
、
詳
し
く
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

調
べ
て
み
る
と
、
豊
か
な
自
然
や
歴

史
の
あ
る
建
造
物
、
史
跡
が
た
く
さ
ん

あ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
産
業
も
活
発
だ
と

い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
、
比

内
町
の
素
晴
ら
し
さ
を
知
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
、
比
内
町
を
リ
ポ
ー
ト

し
ま
し
た
。

そ
れ
で
は
、
比
内
町
の
歴
史
や
楽
し

い
イ
ベ
ン
ト
、
特
産
品
な
ど
を
紹
介
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

比
内
町
は
、
秋
田
県
北
部
を
横
断
す

さ
い
が
わ

ひ
っ

る
米
代
川
の
支
流
で
あ
る
犀
川
と
、
引

か
け
が
わ

欠
川
流
域
に
開
け
た
町
で
、
大
館
盆
地

の
南
東
部
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
平
野

部
は
豊
か
な
土
壌
に
恵
ま
れ
、
古
く
か

ら
農
耕
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、鉱
山
資
源
の
宝
庫
と
し
て
、室
町

〜
江
戸
時
代
に
は
大
�
金
山
か
ら
豊
富

じ
ゅ
ら
く
だ
い

な
金
が
産
出
さ
れ
、
金
閣
寺
や
聚
楽
第

（
豊
臣
秀
吉
が
京
都
に
築
い
た
邸
宅
）に

も
献
上
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
比
内
」
の
語
源
は
諸
説
あ
り
ま
す

が
、
ア
イ
ヌ
語
の
サ
ッ
ピ
ナ
イ
（
乾
い

た
小
石
の
沢
）
で
あ
る
と
い
う
説
が
あ

り
ま
す
。
日
本
の
歴
史
の
中
に
「
ヒ
ナ

イ
」
の
地
名
が
登
場
す
る
の
は
８
７
６

年
と
言
い
ま
す
か
ら
、
今
か
ら
１
１
０

０
年
以
上
前
に
な
り
ま
す
。
そ
の
範
囲

は
、
今
の
大
館
市
、
比
内
町
、
田
代
町

は
も
ち
ろ
ん
、
県
北
の
か
な
り
広
い
範

囲
に
及
ん
で
い
ま
し
た
。
時
代
と
と
も

に「
火
内
」「
肥
内
」「
比
内
」な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
表
記
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
昭
和

３０
年
に
１
町
３
村
が
合
併
し
て
比
内
町

が
誕
生
し
た
と
き
、
町
の
名
前
は
こ
う

し
た
歴
史
的
経
緯
か
ら
選
ば
れ
ま
し
た
。

現
在
、
比
内
町
で
は
、
比
内
鶏
に
と

こ
と
ん
こ
だ
わ
っ
て
、
特
色
あ
る
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
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リリポポーータターー 田田中中由由希希子子ささんん（（天天下下町町１１区区））

No.４

歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴
史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史

広広報報市市民民リリポポーータターーだだよよりり

比比内内ととりりのの市市
「「人人間間比比内内鶏鶏永永唱唱ココンンテテスストト」」

比比内内ととりりのの市市
「「比比内内鶏鶏千千羽羽焼焼きき」」

リリポポーータターーのの田田中中ささんんとと
イイメメーージジキキャャララククタターー
「「ままねねきき鶏鶏」」



・
比
内
と
り
の
市

（
１
月
第
４
土
曜
日
と
そ
の
翌
日
）

「
比
内
鶏
」
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
新

し
い
お
祭
り
で
す
。
郷
土
芸
能
の
披
露

や
鶏
展
示
会
、
比
内
鶏
に
な
り
き
っ
て

コ
ケ
コ
ッ
コ
ー
と
い
う
声
の
長
さ
を
競

え
い
し
ょ
う

う
「
人
間
比
内
鶏
永
唱
コ
ン
テ
ス
ト
」、

比
内
地
鶏
の
レ
ー
ス
結
果
を
予
想
し
て

鶏
肉
を
も
ら
う
「
比
内
鶏
ダ
ー
ビ
ー
」、

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な「
比
内
鶏
千
羽
焼
き
」

な
ど
、
地
域
の
特
色
あ
ふ
れ
る
イ
ベ
ン

ト
が
行
わ
れ
「
見
る
・
食
べ
る
・
遊
ぶ

・
買
う
」
の
４
つ
が
楽
し
め
ま
す
。

・
朝
市

（
毎
月
５
と
１０
の
付
く
日
）

今
か
ら
４
０
０
年
ほ
ど
前
に
始
ま
っ

た
と
言
わ
れ
て
い
る
扇
田
の
市
日
。
市

は
今
も
健
在
で
、
５
と
１０
の
付
く
日
は

新
鮮
な
野
菜
な
ど
を
買
い
求
め
る
町
民

で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

・
比
内
地
鶏

比
内
町
で
は
、
今
年
、
２２
万
羽
の
生

産
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平

成
７
年
か
ら
、
町
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
に
、
比
内
鶏
を
モ
デ
ル
に
し
た

「
ま
ね
き
鶏
」
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

・
ト
ン
ブ
リ

ア
カ
ザ
科
の
ホ
ウ
キ
草
の
種
子
を
独

特
な
技
術
で
加
工
し
た
も
の
で
す
。
強

壮
利
尿
の
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
、
古
く

か
ら
漢
方
に
も
用
い
ら
れ
る
自
然
食
品

で
す
。
小
さ
な
緑
色
の
実
は
チ
ョ
ウ
ザ

メ
の
卵
に
似
て
い
て
、
プ
リ
プ
リ
と
し

た
歯
ざ
わ
り
か
ら
、
別
名
「
畑
の
キ
ャ

ビ
ア
」「
陸
の
カ
ズ
ノ
コ
」
と
も
呼
ば
れ
、

親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

・
ホ
ッ
プ

「
ビ
ー
ル
の
魂
」
で
あ
る
ホ
ッ
プ
は
、

ビ
ー
ル
の
味
と
香
り
を
左
右
す
る
、
重

要
な
役
割
を
持
っ
て
い
ま
す
。

「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」と
呼
ば
れ
る
ホ
ッ

プ
畑
が
、
田
園
地
帯
の
一
角
に
広
が
っ

て
い
ま
す
。

・
シ
イ
タ
ケ

豊
富
な
山
林
資
源
に
恵
ま
れ
た
比
内

町
の
主
要
林
産
物
で
、
中
で
も
、
味
と

品
質
に
こ
だ
わ
っ
た
肉
厚
な
「
原
木
シ

イ
タ
ケ
」
は
、
県
内
で
も
１
、
２
を
争

う
生
産
量
を
誇
り
ま
す
。

※
他
に
も
、

花
の
デ
ル

フ
ィ
ニ
ウ

ム
や
、
夏

秋
ト
マ
ト
、

山
菜
な
ど

の
生
産
が

盛
ん
に
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

・
明
石
康
氏

日
本
人
初

の
国
連
職
員

で
あ
り
、
Ｕ

Ｎ
Ｔ
Ａ
Ｃ

（
国
連
カ
ン
ボ
ジ
ア
暫
定
統
治
機
構
）

事
務
総
長
特
別
代
表
と
し
て
知
ら
れ
る

明
石
氏
は
、
比
内
町
出
身
で
す
。

◆
比
内
鶏
・
豆
知
識

比
内
鶏
は
縄
文
時
代
か
ら
の
流
れ
を

く
む
、大
館
・
扇
田
を
中
心
と
し
た
こ
の

地
方
独
特
の
地
鶏
で
す
。
姿
が
美
し
く
、

風
味
は
山
鳥
に
似
て
淡
泊
で
、
そ
の
昔
、

あ
ま
り
の
お
い
し
さ
に
年
貢
と
し
て
納

め
た
と
い
う
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。

故
山
田
定
治
氏
（
大
館
市
）
が
私
財

を
投
じ
て
研
究
し
、
保
存
・
繁
殖
さ
せ

た
鶏
が
、
昭
和
１７
年
７
月
に
国
の
天
然

記
念
物
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

ロ
ー
ド
ア
イ
ラ
ン
ド
レ
ッ
ド
と
交
配
さ

せ
た
一
代
雑
種
が
、
現
在
、
食
用
と
さ

れ
て
い
る
比
内
地
鶏

で
す
。
「
薩
摩
シ
ャ

モ
」「
名
古
屋
コ
ー
チ

ン
」と
と
も
に
、日
本

３
大
美
味
鶏
の
１
つ

に
数
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

デルフィニウム
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４
月
３
日

旧
５
月
２８
日

８
月
上
旬

８
月
１３
日

８
月
１３
日

８
月
１７
・
１８
日

ジ
ャ
ジ
ャ
シ
コ
祭
り

幕
末
に
起
き
た
大
火
を
機
に
始
ま
っ

し
ゃ
く
じ
ょ
う

た
扇
田
神
明
社
の
火
防
祭
で
、
錫
杖

（
僧
や
修
験
者
が
持
ち
歩
く
つ
え
）を
突

く
消
防
団
員
を
先
頭
に
神
主
が
家
々
を

し
ゃ
く

巡
り
、
杓
に
く
ん
だ
水
を
屋
根
ま
で
振

り
掛
け
ま
す
。錫
杖
の
音
か
ら
「
ジ
ャ

ジ
ャ
シ
コ
」
の
名
で
町
民
に
親
し
ま
れ

て
い
ま
す
。

と
っ
こ

大
日
神
社
例
祭
／
独
鈷
ば
や
し

か
い
の
く
に

「
独
鈷
ば
や
し
」
は
、
甲
斐
国
（
現

在
の
山
梨
県
）
か
ら
こ
の
地
に
移
り
、

の
り
よ
り

独
鈷
城
を
築
い
た
浅
利
則
頼
が
祝
宴
で

自
ら
舞
っ
た
こ
と
に
由
来
し
ま
す
。
町

の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
お

り
、
大
日
神
社
例
祭
に
奉
納
し
、
地
域

を
練
り
歩
き
ま
す
。

山
コ
チ
ン
チ
コ

�
山
コ
チ
ン
チ
コ
ヨ
〜
イ
ヨ
イ
�
と

の
掛
け
声
も
元
気
良
く
、
子
供
た
ち
が

自
慢
の
絵
灯
ろ
う
を
引
い
て
町
を
練
り

歩
き
ま
す
。

中
野
七
夕

手
作
り
の
絵
灯
ろ
う
を
秋
田
市
の
竿

灯
風
に
組
み
上
げ
、
大
太
鼓
の
響
き
に

乗
せ
て
巡
る
七
夕
行
事
で
す
。
戦
国
時

か
つ
よ
り

代
末
期
、
浅
利
勝
頼
の
築
城
を
祝
っ
て

始
ま
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

き
ん
ざ
ん

金
山
七
夕
太
鼓

大
�
金
山
で
働
く
人
た
ち
が
、
お
盆

に
仏
様
を
家
に
迎
え
入
れ
る
た
め
、
勇

壮
に
太
鼓
を
叩
い
て
練
り
歩
い
た
の
が

由
来
で
す
。

扇
田
盆
踊
り（
ハ
ッ
タ
ギ
踊
り
）

一
種
独
特
の
振
り
を
持
つ
踊
り
で
、

バ
ッ
タ
が
飛
び
跳
ね
る
様
子
に
似
て
い

る
こ
と
か
ら
「
ハ
ッ
タ
ギ
踊
り
」
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。

・
独
鈷
大
日
神
社
と
浅
利
氏

１
５
３
８

年（
天
文
７
）、

こ
の
地
に
、

甲
斐
国
か
ら

移
っ
た
浅
利

則
頼
が
独
鈷

城
を
築
城
し

ま
し
た
。
比
内
町
を
中
心
に
広
く
大
館

盆
地
一
円
を
治
め
た
浅
利
氏
で
し
た
が
、

や
が
て
秋
田
氏
と
の
争
い
で
滅
亡
し
ま

し
た
。
そ
の
浅
利
氏
の
城
跡
に
あ
る
の

が
大
日
神
社
で
、
奈
良
時
代
の
名
僧

ぎ
ょ
う
き

行
基
が
刻
ん
だ
と
伝
え
ら
れ
る
大
日
如

来
像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
由
緒
あ
る
御

堂
で
す
。
そ
し
て
、
大
館
市
を
含
め
県

北
部
に
住
ん
で
い
る
「
浅
利
」
姓
の
多

く
は
独
鈷
城
の
「
浅
利
氏
」
に
由
来
し

て
い
る
そ
う
で
す
。

・
西
木
戸
神
社

源
頼
朝
に
追
わ
れ
、
こ
の
地
方
で
首

や
す
ひ
ら

を
打
た
れ
た
奥
州
藤
原
氏
４
代
泰
衝
の

妻
が
こ
こ
で
自
害
し
ま
し
た
。
こ
れ
を

哀
れ
ん
だ
里
人
が
五
輪
の
塔
を
ま
つ
り

ま
し
た
。
以
来
、
こ
の
高
台
は
五
輪
台

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

・
扇
田
神
明
社

１
１
０
５
年
（
長
治
２
）
に
創
建
さ

れ
た
古
社
は
、
こ
の
地
を
治
め
た
浅
利

氏
、
佐
竹
氏
の
祈
願
所
で
し
た
。
１
８

６
８
年
（
慶
応
４
）
戊
辰
の
役
で
激
戦

地
と
な
り
、
老
木
に
は
今
も
弾
痕
が

残
っ
て
い
ま
す
。

・
長
岐
家
武
家
門

明
治
中
期
、

扇
田
の
大
地

主
と
し
て
栄

え
た
長
岐
家

が
造
ら
せ
た

よ
ん
ほ
ん

門
で
、
四
本

ば
し
ら
だ
し
げ
た
づ
く

柱
出
桁
造
り

と
白
壁
が
特

徴
で
す
。
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ババスススストトッッププ ココッッココ駅駅

国国連連ココーーナナーー

たまご型の電
話ボックス

比内町役場内にあり、明石
康氏の業績や国際連合のし
くみを知ることができます。

米米代代川川

扇田橋付近を中心に、７月か
ら１０月までアユ釣りが楽しめ
ます。

道道のの駅駅ひひなないい

国道２８５号沿い、比内町
役場のすぐそばです。「れす
とらん比内どり」では、地
元産の比内地鶏を使ったい
ろいろな料理が味わえます。

達達子子森森

比内
ベニヤマ荘

ベベニニヤヤママ自自然然パパーークク

ベニヤマ荘に隣接し、多
目的広場や野外ステージ、
キャンプ場、ファイヤー
サークルなど、親子で存
分に楽しめます。

宿泊可能な町
営の保養施設
で、無色透明な温泉は、リウ
マチや高血圧症、動脈硬化な
どに効くと言われています。

比内町
タウン
ＭＡＰ
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９０
ｍ
先
の
カ
ラ
フ
ル
な
的
を
狙
っ
て

矢
を
放
つ
、
２
人
の
姿
が
あ
り
ま
す
。

大
館
鳳
鳴
高
校
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部
の
青

柳
健
隆
さ
ん
、
村
上
龍
希
さ
ん
で
す
。

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
は
、
弓
で
矢
を
射
っ

て
、標
的
上
の
得
点
を
競
い
ま
す
。「
矢

を
放
つ
と
き
の
緊
張
感
が
た
ま
ら
な

い
」
と
話
す
青
柳
さ
ん
。
体
力
は
も
ち

ろ
ん
、
精
神
的
な
強
さ
も
求
め
ら
れ
ま

す
。
村
上
さ
ん
は
「
集
中
し
て
い
る
と

き
は
、
的
し
か
見
え
な
い
。
周
囲
の
音

も
聞
こ
え
な
い
」
そ
う
で
す
。

競
技
の
際
に
必
要
な
も
の
を
「
自
分

の
力
」
と
言
い
切
る
青
柳
さ
ん
。
「
自

分
が
頑
張
れ
ば
、
上
の
大
会
に
行
く
こ

と
が
出
来
る
か
ら
」
と
普
段
の
練
習
に

も
熱
が
入
り
ま
す
。

全
国
レ
ベ
ル
の
選
手
は
中
学
時
代
か

ら
続
け
て
い
る
人
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、

２
人
が
始
め
た
の
は
高
校
入
学
後
。
顧

問
の
佐
藤
貞
子
監
督
は
「
２
人
に
は
力

が
あ
る
。
練
習
を
重
ね
れ
ば
、
今
後
も

上
位
入
賞
が
出
来
る
は
ず
」
と
期
待
を

込
め
て
指
導
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

１０
月
に
は
、
国
体
に
出
場
し
ま
し
た

が
惜
し
く
も
予
選
落
ち
。
「
と
て
も
悔

し
い
。
自
分
よ
り
キ
ャ
リ
ア
が
長
い
人

と
の
戦
い
だ
け
ど
、
負
け
た
く
な
い
」

と
青
柳
さ
ん
。
補
欠
選
手
１
人
を
含
む

４
人
１
チ
ー
ム
で
戦
う
た
め
、
今
回
は

補
欠
だ
っ
た
村
上
さ
ん
も
「
強
い
人
ば

か
り
だ
っ
た
が
、
自
分
も
そ
の
中
で
や

れ
そ
う
だ
と
思
っ
た
。
来
年
こ
そ
は
出

場
し
た
い
」
と
力
強
い
答
え
。
２
人
と

も
、
高
レ
ベ
ル
の
大
会
を
目
の
当
た
り

に
し
て
、
も
っ
と
強
く
な
り
た
い
と
い

う
気
持
ち
が
高
ま
っ
た
様
子
。

最
後
に
「
将
来
の
夢
と
か
目
標
よ
り

も
、
一
つ
一
つ
の
大
会
を
大
切
に
し
て

い
き
た
い
」
と
語
っ
て
く
れ
た
２
人
。

真
っ
す
ぐ
な
瞳
の
先
に
は
、
１９
年
の
秋

田
わ
か
杉
国
体
が
見
え
て
い
ま
す
。

開 館 時 間・９時３０分～１７時１５分
１２月の 休 館 日・１２日（日）、２３日（木）、２９～３１日

※年末年始の休館は１２月２９日（水）～１月３日（月）です。

１２月のテーマ図書・『レクイエム』
よ み き か せ 会・３日（金）１０時３０分
司書のおすすめ 『夜回り先生と夜眠れない子どもたち』

夜間高校の教師が１３年間の夜回
りで見つけた真実。心優しい子供
たちが闇に追い込まれている。せ
めて一言だけでいい。身近にいる
子供たちに愛のある優しい言葉を
かけてあげて欲しい‥そんなメッ
セージがつづられた本です。

著 者
木 田 元 編
河 原 敏 明
斎 藤 孝
新 邦 昭 他
岩 月 謙 司
みすず書房編集部編
スティーブン・ショア
辻 和 子
山 崎 えり子
キム・ウニ、ユン・ウンギョン
有 吉 玉 青
江 國 香 織
打 海 文 三
北 原 亜以子
乃 南 ア サ
笙 野 頼 子
恩 田 陸
乙 川 優三郎
辻 仁 成
赤 川 次 郎
小 松 義 夫
ながいのりまさ
あきやまただし
きもとももこ
真 珠 まりこ
ミッシェル・ヴァン・ゼブラン

図 書 名
哲学キーワード事典
昭和の皇室をゆるがせた女性たち
コメント力
新保険革命
男は女のどこを見るべきか
神谷美恵子の世界
壁のむこうへ
熱情
頑張らなくてもできる介護
もうひとつの冬のソナタ
車掌さんの恋
間宮兄弟
裸者と裸者
赤まんま
二十四時間
金毘羅
夏の名残の薔薇
芥火
代筆屋
イマジネーション
世界あちこちゆかいな家めぐり
ライバル人物伝
たまごにいちゃん
うずらちゃんのかくれんぼ
もったいないばあさん
あたしもすっごい魔女になるんだ

新

着

一

般

書

新
着
児
童
書

�

青 柳 健 隆さん（金坂・左）
村 上 龍 希さん（東台５丁目・右）

広報大館 ２００４．１２．１

水谷修 サンクチュアリ出版

中央図書館 �４２－２５２５

未来に向かって矢を放つ

私の本棚



■第２９回「地域の医療を考える集い」
医師会主催の講演会です。永遠
のテーマである脳卒中を克服する
ために、特別講演を行います。
と き・１２月４日（土）１４時～１６時
ところ・中央公民館
講 師・長田乾氏

（県立脳血管研究センター
研究部長）

テーマ・「脳卒中にならないために」
入場料・無料
問大館市北秋田郡医師会

�４３－４５１１

■冬休み親子押し花教室
押し花サークル主催の教室です。
親子で一緒にどうぞ。
と き・１７年１月１０日（月）
ところ・中央公民館
参加費・大 人 １，０００円

子 供 ６００円
親子１組 １，５００円

申・問鳥潟さん �４３－１２１８

１１
月
２９
日
、
大
館
市
、
比
内
町
、
田
代
町
に
よ
る
１
市
２
町
の
合
併
調

印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
来
年
６
月
２０
日
の
新
市
誕
生
ま
で
様
々
な
協
議

や
手
続
き
を
重
ね
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

平
成
１４
年
１２
月
に
、
１
市
２
町
に
鹿
角
市
、
小
坂
町
を
加
え
た
北
鹿
２

市
３
町
に
よ
る
任
意
合
併
協
議
会
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
て
以
来
、
約
２

年
間
い
ろ
い
ろ
な
議
論
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
曲
折
が
あ
り
ま
し
た
が
、
１

市
２
町
に
よ
る
合
併
が
実
現
す
る
と
い
う
結
果
に
対
し
、
大
館
市
民
は
も

ち
ろ
ん
、
２
町
の
町
民
の
決
断
に
敬
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

一
生
懸
命
に
協
議
し
て
い
た
だ
い
た
合
併
協
議
会
の
委
員
の
皆
さ
ん
や
関

わ
ら
れ
た
皆
さ
ん
に
は
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
昭
和
の
大
合
併

か
ら
約
半
世
紀
、
車
社
会
と
な
っ
た
現
代
に
お
い
て
、
生
活
様
式
は
大
き

く
変
わ
り
、
市
域
や
町
域
を
簡
単
に
車
で
越
え
、
通
勤
や
通
学
、
買
い
物

を
し
て
い
る
か
た
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
伴
っ
て
、
生
活
実
態
に

合
わ
せ
た
行
政
区
域
が
形
づ
く
ら
れ
る
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
の
将
来
を
見

通
し
た
も
の
で
あ
り
、
１
市
２
町
に
よ
る
合
併
の
選
択
は
す
ば
ら
し
い
こ

と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

さ
て
、
振
り
返
っ
て
、
な
ぜ
合
併
な
の
か
と
考
え
て
み
る
と
、
そ
の
要

因
に
は
少
子
高
齢
化
や
財
政
赤
字
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
が
住
ん
で
い
る

地
域
社
会
を
守
り
、
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は

ど
う
す
れ
ば
良
い
の
か
を
検
討
し
た
結
果
、
合
併
に
た
ど
り
着
い
た
も
の

で
す
。
合
併
に
よ
り
、
今
よ
り
強
固
な
財
政
基
盤
が
つ
く
ら
れ
る
こ
と
で
、

今
後
も
地
域
社
会
を
守
る
こ
と
が
で
き
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
免
れ

る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ま
す
。

行
政
の
責
務
は
、
皆
さ
ん
の
「
暮
ら
し
」
を
守
っ
て
い
く
こ
と
で
す
。

皆
さ
ん
が
新
大
館
市
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
、
今
後
も
努
力

を
続
け
ま
す
。

未
来
へ
の
選
択
市
町
村
合
併

よ
う

す
け

押

井

耀

介
く
ん

No．２６５

市
長
リ
ポ
ー
ト

（
清
水
町
・
１
歳
８
カ
月
）

「
い
な
い
い
な
い
ば
あ
」
が
大
好
き
。
「
声
が
大
き

い
と
こ
は
両
親
に
そ
っ
く
り
」
っ
て
言
わ
れ
ま
す
。

し
お

成

田

汐
ち
ゃ
ん

（
鳥
内
・
１
歳
７
カ
月
）

ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
漬
け
物
が
大
好
物
。
マ
マ
の

お
皿
洗
い
の
お
手
伝
い
を
し
よ
う
と
し
ま
す
。

広報大館２００４．１２．１

催 し

�



市
で
は
、
臨
時
職
員
な
ど
の
登
録
者

制
度
を
平
成
１７
年
度
か
ら
実
施
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
市
が
臨
時
職
員
や
パ
ー
ト
職

員
な
ど
を
雇
用
す
る
際
、
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
る
か
た
の
中
か
ら
、
必
要
に

応
じ
て
採
用
す
る
も
の
で
す
。
１７
年
４

月
か
ら
の
、
市
の
臨
時
職
員
な
ど
の
採

用
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
こ
の
機
会

に
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
正
職
員
に
欠
員
が
生
じ
た
場

合
な
ど
に
採
用
と
な
り
ま
す
の
で
、
登

録
さ
れ
た
か
た
が
必
ず
採
用
と
な
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

登
録
申
込
書

登
録
申
込
書
等
は
、
１２
月
１３
日（
月
）

か
ら
総
務
部
職
員
課（
市
役
所
２
階
）

で
差
し
上
げ
ま
す
。
郵
送
に
よ
る
請

求
は
、
あ
て
先
及
び
郵
便
番
号
を
明

記
し
１
２
０
円
切
手
を
張
っ
た
返
信

用
の
角
型
Ａ
４
封
筒
を
同
封
し
て
く

だ
さ
い
。

登
録
手
続
き
と
期
間

登
録
の
手
続
き
は
、
総
務
部
職
員
課

で
行
い
ま
す
。
受
付
期
間
は
、
平
成

１７
年
１
月
５
日（
水
）か
ら
１
月
２１
日

（
金
）ま
で
の
８
時
３０
分
か
ら
１７
時
１５

分
ま
で
で
す
。

※
な
お
、
土
・
日
曜
日
と
祝
日
は
受
け

付
け
ま
せ
ん
。
郵
送
の
場
合
は
、
１

月
２１
日（
金
）の
消
印
の
あ
る
も
の
ま

で
有
効
で
す
。

問
い
合
わ
せ
及
び
申
し
込
み
先

〒
０
１
７
―
８
５
５
５

大
館
市
字
中
城
２０
番
地

大
館
市
役
所
総
務
部
職
員
課

（
内
線
２
７
９
）

暮暮
らら
しし
のの
情情
報報

※勤務時間は、１日５．５時間から７．５時間で、雇用期間は１カ月から
最長１２カ月。

広
報
大
館
で
は
、
笑
顔
の
写
真
を
募

集
し
ま
す
。
地
区
の
イ
ベ
ン
ト
、
学
校

行
事
、
家
族
の
行
事
や
旅
行
な
ど
、
い

ろ
い
ろ
な
機
会
に
撮
影
さ
れ
た
も
の
の

中
か
ら
、
と
び
っ
き
り
の
笑
顔
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。
広
報
大
館
１
月
１
日
号

の
中
で
紹
介
（
２０
点
程
度
）
し
ま
す
。

募
集
す
る
写
真

「
笑
顔
」
が
撮
影
さ
れ
た
も
の

応
募
要
領

平
成
１６
年
中
に
撮
影
し
た
写
真
に
、

説
明
文
（
い
つ
、
ど
こ
で
、
ど
ん
な

時
に
撮
影
さ
れ
た
の
か
）
を
添
え
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
モ
デ
ル
の
か
た

（
市
民
に
限
る
）
の
新
年
の
誓
い
（
や

り
た
い
こ
と
や
目
標
な
ど
）
を
ご
記

入
く
だ
さ
い
。

※
応
募
い
た
だ
い
た
写
真
は
原
則
と
し

て
お
返
し
し
ま
せ
ん
が
、
返
却
を
ご

希
望
の
か
た
は
住
所
・
氏
名
を
記
載

し
、
８０
円
切
手
を
張
っ
た
返
信
用
封

筒
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

※
採
用
さ
れ
た
か
た
に
は
、
図
書
券

（
５
０
０
円
相
当
）を
お
贈
り
し
ま
す
。

締
め
切
り

１２
月
９
日（
木
）当
日
消
印
有
効

応
募
先

〒
０
１
７
―
８
５
５
５

大
館
市
字
中
城
２０
番
地

広
報
大
館

「
と
び
っ
き
り
の
笑
顔
」
係

問
総
務
課
（
内
線
２
５
８
）

保
健
師
が
、
個
別
に
健
康

へ
の
悩
み
や
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。
血
圧
測
定
も
行
い

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

持
ち
物
・
健
康
手
帳

※
お
持
ち
で
な
い
か
た
に
は

差
し
上
げ
ま
す
。

※
費
用
は
無
料
で
す
。

問
保
健
セ
ン
タ
ー

�
４２
―
９
０
５
５ 市市

役役
所所

�
４４９９
││
３３
１１
１１
１１

会 場

釈迦内公民館

保健センター

矢立公民館

下川沿公民館

と き

８日（水）

１０日（金）

１５日（水）

２０日（月）

年齢要件

昭和２０年
４月２日
以降に生
まれたか
た

雇 用 条 件

時給 ６８０円

月額
１２１，５００円

時給 ７７０円

時給１，０３０円

時給 ６９０円

時給 ６７０円

資 格 要 件

必要な資格はありません

保険者におけるレセプト点検
事務の経験が１年以上あるか
た
保育士の資格を有するかた
（平成１７年３月までに資格を
取得見込みのかたも可）
保健師は保健師の資格を有す
るかた、看護師は看護師の資
格を有するかた
調理師の資格を有するかた
（学校給食調理の経験がある
かたも可）

必要な資格はありません

募 集 職 種

一 般 事 務 員

医療レセプト点
検 専 門 員

保 育 士

保健師・看護師

給 食 調 理 員

学 校 用 務 員

�広広報報大大館館２２００００４４．．１１２２．．１１

臨
時
職
員
登
録
者
を
募
集
し
ま
す

談

平
成
１７
年
度
の

１２月の健康相談

※時間は１０時～１１時３０分です。

保健センターの

相康健

登録を募集する 職 種 な ど

笑
顔
大
募
集
！
締
め
切
り
間
近



県警察本部では、１１月１１日から１７年１月４日ま
での５５日間「交通事故死者最少化５５（ゴーゴー）
作戦」を実施しています。
また、１２月１１日から２０日までの間は、特に年末

の交通安全県民総ぐるみ運動を強力に推進します。
期間中はもちろんですが、日ごろから、運転者も
歩行者も交通事故には、十分に注意しましょう。
特に、これからの時期は飲酒の機会が増えます

が、飲酒運転は絶対にやめましょう。
問大館警察署交通課�４２－４１１１

市内ではすでに、市
役所前交差点で「歩車
分離式信号機」になっ
ていますが、１２月１６日
からジャスコ前交差点
（図１）も変わります。
曜日や時間帯で運用

されます（図２の①～
③の順）ので、通行の際
には十分に注意し、必ず信号に従いましょう。な
お、運用時間以外は通常の信号となります。
変更日・１２月１６日（木）
運用時間・土・日・祝日を除く平日のみ

７時３０分～９時、１６時３０分～１８時
※歩車分離式信号機とは
交差点を右左折する自動車と歩行者の事故を防
ぐために考案されたもの。通常の信号とは通行
方法が異なり、自動車が通行する際は、歩行者
は通行できず、歩行者が通行する際には、自動
車が通行できない信号のこと。

問大館警察署交通課�４２－４１１１

と こ ろ

大田面 ダスキン�大館支店

有浦 大館三菱自動車販売�

餅田 藤嶋鉄工�

大館高校

根下戸新町 北日本ＴＣＭイワフジ�

中道 花岡土建�

根下戸新町 マックスバリュ大館西店

餅田 太平興業�大館営業所

沼館 �テーエムシー大館工場

秋田地方検察庁大館支部

長倉 東北電力�大館営業所

大館市役所＜成分＞

と き

９：００～９：４０

１０：１０～１０：５５

１２：１０～１３：００

１３：３０～１５：３０

８：４０～９：３０

１０：００～１２：００

１３：３０～１６：００

８：４０～９：３０

１０：１５～１１：１５

１３：００～１３：４０

１４：１０～１５：３０

９：００～１２：００

１３：００～１５：３０

２日（木）

１６日（木）

１７日（金）

２１日（火）

会場・電話番号

市 役 所 年 金 相 談 室
（内線２６３）

中央公民館内少年相談センター
フリーダイヤル ０１２０－１１０６２４

中央公民館内教育研究所
�４３－２２０８

市 役 所 市 民 相 談 室
（内線２１４）

市 役 所 会 議 室
（内線３４８）

市 役 所 会 議 室
（次回は１／５）（内線２４７）

総 合 福 祉 セ ン タ ー
�４２―８１０１

総 合 福 祉 セ ン タ ー
総 合 福 祉 セ ン タ ー
長 木 公 民 館
二 井 田 公 民 館
花 岡 公 民 館
十 二 所 公 民 館
市 役 所 市 民 相 談 室

（内線２１４）

時 間

１０：００～１５：００

９：００～１６：００

９：００～１６：００

１０：００～１５：００

９：３０～１５：００

９：３０～１２：００
（予約制）

１３：３０～１５：００
（予約制）

１０：００～１３：００

９：００～１６：００

と き

毎週
月～木

毎週
月～金

毎週
月～金

８日
（水）

２２日
（水）

１日
（水）

１６日
（木）
２日（木）
７日（火）
１０日（金）
１３日（月）
１７日（金）
２２日（水）
毎 週 月・
火・木・金

相談内容

年 金

非行、いじ
め、子育て

教 育

行 政

国 税

法 律

心配ごと

その他

交交通通事事故故をを減減ららそそうう

１１２２月月１１６６日日かかららジジャャススココ前前交交差差点点のの信信号号がが、、
「「歩歩車車分分離離式式信信号号機機」」にに変変わわりりまますす

と き・毎週金曜日（祝日を除く）１３：００～１６：００
ところ・サンクレア大館 相談料・３０分まで５，０００円
内 容
法律的紛争の解決と予防に関する相談のすべて（予約制）

申問秋田弁護士会法律相談センター�０１８－８９６－５５９９

お気軽に
ご相談ください

成分献血は予約制
大館保健所�５２－３９５２

秋田弁護士会の大館・北秋法律相談

月月１１２２

月月１１２２

談

血

広報大館２００４．１２．１

相

献

�



催

し

第
７
回
ピ
ア
ノ
・
マ
ラ
ソ
ン

ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
の
フ
ル
コ
ン

サ
ー
ト
ピ
ア
ノ
の
音
色
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

と

き
・
１２
月
４
日（
土
）
１０
時

と
こ
ろ
・
市
民
文
化
会
館

入
場
料
・
無
料

問
市
民
文
化
会
館
�
４９
―
７
０
６
６

ス
バ
ン
ホ
ル
ム
シ
ン
ガ
ー
ズ

北
欧
の
白

夜
を
思
わ
せ

る
神
秘
的
な

ハ
ー
モ
ニ
ー

で
聴
衆
を
魅

了
す
る
、
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン

が
誇
る
、

ア
・
カ
ペ
ラ

男
声
合
唱
団

の
大
館
公
演
。

と

き
１２
月
７
日（
火
）１８
時
３０
分（
開
演
）

と
こ
ろ
・
市
民
文
化
会
館

入
場
料

一

般

Ｓ
席
３
、
０
０
０
円

Ａ
席
２
、
０
０
０
円

高
校
生
以
下

Ｓ
席
２
、
０
０
０
円

Ａ
席
１
、
５
０
０
円

プ
レ
イ
ガ
イ
ド

い
と
く
大
館
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
、
市
民
文
化
会
館

問
市
民
文
化
会
館
�
４９
―
７
０
６
６

プ
ロ
野
球
マ
ス
タ
ー
ズ
リ
ー
グ

札
幌
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス

Ｖ
Ｓ
東
京
ド
リ
ー
ム
ス

と

き
１２
月
１２
日（
日
）１３
時（
試
合
開
始
）

と
こ
ろ
・
大
館
樹
海
ド
ー
ム

入
場
料（
当
日
は
各
３
０
０
円
増
し
）

内
野
自
由
Ｓ
席

大
人
２
、７
０
０
円

子
供
１
、７
０
０
円

内
野
自
由
Ａ
席

大
人
２
、２
０
０
円

子
供
１
、２
０
０
円

外
野
自
由
席

大
人
１
、２
０
０
円

子
供

７
０
０
円

※
小
学
生
未
満
の
か
た
と
７５
歳
以
上

の
か
た
は
無
料
で
す
が
、
年
齢
を

証
明
で
き
る
も
の
が
必
要
で
す
。

小
学
生
未
満
で
も
、
席
が
必
要
な

場
合
は
チ
ケ
ッ
ト
が
必
要
で
す
。

プ
レ
イ
ガ
イ
ド

い
と
く
大
館
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
、
サ
ン
ク
ス
・
サ
ー
ク
ル
Ｋ
、

大
館
樹
海
ド
ー
ム
、
秋
田
魁
新
報

社
事
業
局
・
各
総
支
局

問
秋
田
魁
新
報
社
事
業
局

�
０
１
８
―
８
８
８
―
１
８
５
７

学

校

説

明

会

来
年
４
月
か
ら
、
定
時
制
課
程
、

通
信
制
課
程
を
予
定
し
て
い
る
県
立

秋
田
明
徳
館
高
校
で
は
、
学
校
説
明

会
を
行
い
ま
す
。

当
日
は
、
不
登
校
児
童
・
生
徒
、

引
き
こ
も
り
者
対
象
の
教
育
施
設

「
ス
ペ
ー
ス
・
イ
オ
」
の
説
明
も
行

い
ま
す
。

と

き
１２
月
２０
日
（
月
）
１３
時
〜
１５
時

と
こ
ろ
・
イ
ヤ
タ
カ

（
秋
田
市
中
通
６
丁
目
１
―
１３
）

問
県
立
秋
田
東
高
校

�
０
１
８
―
８
３
４
―
０
４
７
３

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

w
w
w
.akita

‐c.ed.jp/

〜sch
1111

7/tuuhom
e/tuum

enu.htm

募

集

１７
年
度
認
可
保
育
園
児

生
後
６
カ
月
〜
５
歳
児
（
若
干
名
）

城
南
保
育
園

�
４２
―
１
８
０
６

有
浦
保
育
園

�
４２
―
１
１
４
９

釈
迦
内
保
育
園
�
４８
―
２
２
３
１

十
二
所
保
育
園
�
５２
―
２
１
７
２

生
後
２
カ
月
〜
２
歳
児
（
若
干
名
）

大
館
乳
児
保
育
園�

４２
―
５
１
３
０

生
後
３
カ
月
〜
２
歳
児
（
若
干
名
）

エ
ン
ジ
ェ
ル
保
育
園

�
４３
―
６
７
８
９

受
付
期
間

１２
月
２０
日（
月
）〜

１７
年
１
月
１４
日（
金
）

※
入
園
申
込
書
は
１２
月
１
日（
水
）か

ら
各
保
育
園
で
差
し
上
げ
ま
す
。

申
福
祉
課
・
各
保
育
園

問
福
祉
課
（
内
線
４
０
７
）

申し込み先など

申し込みは１２／
５（日）８：３０から。
郷土博物館
�４８－２１１９

それぞれ申し込
みは１２／６（月）
８：３０から。
女性センター

�４９－７０２８

各教室の申し
込みは１２／３（金）
９：００から。
コミュニティ
センター
�４７－７０７０

定 員

２４人
（先着順）

２４人
（先着順）

１６人
（先着順）

各８人
（先着順）

１５人
（先着順）

１２人
（先着順）

１２人
（先着順）

費 用 ・ 持 ち 物 な ど

対象は、小・中学生。参加費
（３００円）、筆記用具

材料費（２，０００円）、エプロン、
三角きん、ふきん２枚

材料費（２，０００円）、花はさみ、
包み紙、筆記用具、エプロン

材料費（１，０００円）、エプロン

材料費（２，０００円）、エプロン、
タオル

材料費（１，５００円）、花はさみ、
エプロン、おしぼり

材料費（２，０００円）、花はさみ、
エプロン、おしぼり

と き

１２月１８日（土）
１０：００～１１：３０

１２月２１日（火）
１０：００～１３：００

１２月２４日（金）
１０：００～１２：００

１２月１０日（金）、１５日（水）
１０：００～１２：００

１２月１１日（土）
９：３０～１２：００

１２月１８日（土）
１０：００～１２：００

１２月２８日（火）
１０：００～１２：００

ところ

郷 土
博 物 館

女 性
センター

北 部
シルバー
エ リ ア
コミュニ
テ ィ
センター

教室・講座名

こ ど も 科 学 教 室
「磁石の不思議な性質」

X mas ケ ー キ 作 り
ブッシュ・ド・ノエルを作ろう

生け花「初春を生ける」

そ ば 打 ち 教 室

彫金教室「シルバー
リ ン グ を 作 る 。」

ク リ ス マ ス の
アレンジメント

正 月 の
アレンジメント

園
芸
教
室

�広報大館２００４．１２．１

市 役 所
�４９－３１１１お知らせ

�



対象となるかた
地域や事業所、学校な
どで、普通救命講習会
の指導者となるかた

と き（３日間）
１月１３日（木）～１５（土）
９時～１８時
ところ・中央公民館
定 員・２０人（先着順）
受講料
無料（テキスト代２，９４０円が必要です）

講習内容
基礎知識、応急手当実技、基礎医学など

※講習修了者には、応急手当普及員認定証を交付し
ます。

受け付け開始
１２月１日（水）８時３０分

○○○○○○○○○○○○○凍凍凍凍凍凍凍凍凍凍凍凍凍結結結結結結結結結結結結結防防防防防防防防防防防防防止止止止止止止止止止止止止のののののののののののののたたたたたたたたたたたたためめめめめめめめめめめめめににににににににににににに
・蛇口を全開にしてから、
凍り止め栓を閉じ、水が
完全に下がってから蛇口
を閉めてください。

・水道管がむき出しになっ
ている部分には、毛布な
どを巻き、さらにビニー
ルなどで覆って防寒対策
をしてください。

・床下にある換気孔は閉じ
てください。

・メーターボックスには、防寒のために発泡スチ
ロールなどをいれてください。
○○○○○○○○○○○○○凍凍凍凍凍凍凍凍凍凍凍凍凍りりりりりりりりりりりりり止止止止止止止止止止止止止めめめめめめめめめめめめめ栓栓栓栓栓栓栓栓栓栓栓栓栓ののののののののののののの操操操操操操操操操操操操操作作作作作作作作作作作作作ははははははははははははは確確確確確確確確確確確確確実実実実実実実実実実実実実ににににににににににににに
・凍り止め栓の開け閉めは、回らなくなるまで完全
に行ってください。これが不完全だと、凍り止め
部分から地下に水が漏れ、多額な水道料金を支払
わなければならなくなります。
○○○○○○○○○○○○○メメメメメメメメメメメメメーーーーーーーーーーーーータタタタタタタタタタタタターーーーーーーーーーーーーボボボボボボボボボボボボボッッッッッッッッッッッッックククククククククククククススススススススススススス周周周周周周周周周周周周周辺辺辺辺辺辺辺辺辺辺辺辺辺ののののののののののののの除除除除除除除除除除除除除雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪ををををををををををををを
・積雪のため検針できない場合があります。多額の
水道料金の原因となる漏水は、毎月の検針で早く
発見できます。メーターボックス周辺はこまめに
除雪してください。

※開栓・閉栓のお申し込みは、ご希望の日の５日前
までにお願いします。

そ

の

他

家
屋
を
取
り
壊
し
た
ら

税
務
課
に
届
け
出
を

税
務
課
で
は
、
取
り
壊
し
た
住
宅

や
物
置
な
ど
の
家
屋
に
、
来
年
度
の

固
定
資
産
税
が
課
せ
ら
れ
な
い
よ
う

調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
家
屋
を
取

り
壊
し
た
と
き
に
は
、
課
税
誤
り
を

防
ぐ
た
め
、
税
務
課
へ
お
届
け
く
だ

さ
い
。

な
お
、
法
務
局
で
「
建
物
滅
失
登

記
」
の
手
続
き
を
お
済
み
の
か
た
は
、

届
け
出
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
売
買
や
相
続
な
ど
で
、
登
記
さ
れ

て
い
な
い
家
屋
の
所
有
者
が
変
更

さ
れ
た
と
き
も
お
届
け
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課
（
内
線
２
３
０
）

墓
地
内
の
水
道
を
閉
栓
し
ま
す

凍
結
防
止
の
た
め
、
小
柄
沢
墓
園
、

十
瀬
野
公
園
墓
地
内
の
水
道
を
閉
栓

し
ま
す
。

閉
栓
期
間

１２
月
６
日（
月
）〜
３
月
１１
日（
金
）

※
小
柄
沢
墓
園
は
、
東
雲
閣
の
水
道

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
生
活
環
境
課
（
内
線
２
４
７
）

製
造
事
業
所
の
皆
さ
ん
へ

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

工
業
統
計
調
査
は
、
製
造
業
を
営

む
す
べ
て
の
事
業
所
を
対
象
に
、
そ

の
活
動
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
行
う
も
の
で
す
。

調
査
結
果
は
、
国
や
地
方
公
共
団

体
の
行
政
施
策
の
基
礎
資
料
や
、
企

業
や
大
学
で
の
研
究
資
料
、
小
・

中
・
高
等
学
校
で
の
教
材
な
ど
に
利

用
さ
れ
ま
す
。

大
館
市
で
は
、
１２
月
下
旬
か
ら
来

年
１
月
ま
で
、
調
査
員
が
各
事
業
所

に
お
伺
い
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
企
画
振
興
課
（
内
線
２
６
８
）

電
話
加
入
権
を
公
売
し
ま
す

と

き
・
１２
月
９
日（
木
）
１０
時

と
こ
ろ
・
市
役
所
第
２
会
議
室

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
収
納
課
（
内
線
２
２
５
）

自
宅
で
歯
科
診
療
が
受
け
ら
れ
ま
す

身
体
の
障
害
な
ど
で
移
動
が
難
し

い
か
た
の
ご
自
宅
へ
、
歯
科
医
が
訪

問
し
て
診
療
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
か
た

歯
科
受
診
が
困
難
な
４０
歳
以
上
の

在
宅
の
か
た

自
己
負
担
金

治
療
費
は
自
己
負
担
で
す
（
保
険

診
療
扱
い
）。
ま
た
、
医
師
の
交
通

費（
実
費
）も
必
要
で
す
。こう
く
う

※
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
口
腔
清
掃
、

義
歯
の
手
入
れ
な
ど
日
常
の
歯
の

健
康
管
理
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し

て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

申
・
問
保
健
セ
ン
タ
ー�

４２
―
９
０
５
５

消
費
税
法
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

個
人
事
業
者
は
、平
成
１７
年
分（
法

人
は
平
成
１６
年
４
月
１
日
以
後
開
始

す
る
課
税
期
間
）
か
ら
、

�
事
業
者
免
税
点
の
上
限
が
３
、
０

０
０
万
円
か
ら
１
、
０
０
０
万
円

に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

�
簡
易
課
税
制
度
の
適
用
上
限
が
、

２
億
円
か
ら
５
、
０
０
０
万
円
に

引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

消
費
税
の
課
税
事
業
者
と
な
る
個

人
事
業
者
や
法
人
は

�
消
費
税
課
税
事
業
者
届
出
書
の
提

出
が
必
要
で
す
。

�
消
費
税
の
申
告
及
び
納
付
が
必
要

で
す
。

�
消
費
税
法
に
基
づ
く
帳
簿
の
記
載

や
、
請
求
書
な
ど
の
保
存
が
必
要

で
す
。

問
大
館
税
務
署
個
人
課
税
部
門

�
４２
―
１
８
３
６

法
人
は
法
人
課
税
部
門

�
４２
―
１
８
８
２

応急手当普及員講習会
申・問 広域消防署�４３―４１５１

命を救うために

お済みですか水道の冬じたく
問水道課（内線２９５）

寒くなってきました

広報大館２００４．１２．１�




